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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,都市の熱環境を解析し制御する立場から,気液接触式熱交換器である加熱塔と冷却塔の熱と
水分の移動特性を解析し,冷却塔の水分移動量の計算結果の誤差やモデル建物での空調システムからの放
熱特性について究明したもので,得られた主な成果は以下の通りである｡
1)開放式直交流型加熱塔の実験データを二重境膜モデルを用いて解析し,液体がエチレングリコール
の場合の空気側と液側の熱抵抗の借を求め,加熱塔では液側の熱抵抗は無視できないほどに大きく,液側
の熱抵抗を考慮すると解析誤差が小さくなることを実証した｡
2)小型の直交流型の充てん塔を用いた実験結果より,液側の熱抵抗の値として用いるべき値を仝熱抵
抗との比としてまとめ,その値を用いて解析を行うことの有効性を実証した｡
3)開放式加熱塔システムの設計-の応用方法を提示し,実際のシステムの運転データを用いて,その
有効性について実証した｡また,冷却塔での水分蒸発量を求める計算方法の計算誤差を求め,モデル試算
を含めて検討し,その適用範囲を提示した｡
4)モデル建物を想定し,空調システムの違いによる人工発熱量の違いや屋外に放出される放熱特性の
違いについて検討を行い,その結果を都市の熟環境の解析に用いることのできる形に変換する方法を提案
し,その有効性を実証した｡
以上要するに,本研究は,冷却塔と加熱塔の熟と水分の移動特性について多くの知見を得,新しい提案
を行い,都市の熱環境の解析や制御-応用できる技術の基礎を確立したもので,学術上実際上寄与すると
ころが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また,平成9年1月23日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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